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四肢奇形の一つである多肢症は, ヒトでは二重体の一つとして報告されているが, その例は少な

い7)'8)'9''16'.家畜の多肢症については,Leipold(午)6',浜名 (午)4',佐々木 (午 )ll),吉川 (午)15),

Dennis(羊)3',保田 (犬)14'らの報告がある.しかし,そのほとんどは外観の観察のみで,多肢症を

解剖学的に観察した報菖例は少ない.

今回,左側殿部に過剰肢が付着する牛を入手したので,過剰肢およびその付着部位の解剖学的所見

について報告する.

材 料 お よ び 方 法

観察した年は生後11日目のホルスタイン種 (堰)で, 先天性奇形として多肢症のほかに子宮頚部

の閉鎖が認められたが,他の内臓等に著明な病変はなかった.母牛は今回が4産目であり,前産まで

の子牛に異常は認められなかった.

腹大動脈から,宋 ･ラテックス ･ホルマリンの混合液を注入したのち,腰椎部で躯幹後部を切 りは

なし,10%ホルマリン液中に浸漬固定後,筋,血管 (動脈)および神経の走行を肉眼的に観察した.

また,骨学的には,外部からソフテックス写真を撮影し,過剰肢と骨盤との関係を観察したのち,皮

膚,筋等を除去,骨格標本を作成して詳細に調べた.

紘 果

1.躯幹後部の外観

躯幹を後方から観察すると,左側殿部に過剰肢が1本付着,垂下している.触診すると左側坐骨結

節の内側面と連絡しているように思われる.また,骨盤の左右の坐骨結節間が異常に広がっている.

過剰肢は後肢と思われるが,その両側にある正常肢に比してやや小さい (第 1図). この過剰肢の

左右の区別は不明である.過剰肢は外観的に,祉骨部,中足部,足根部と思われる部位から成 り,各

部は癒合して不動性である.副蹄は片側に1個認められるが,内側,外側の区別は出来ない.

*家畜解剖学研究室 **宮崎県児湯農業共済組合
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2. 骨 格 の 形 状

骨盤および過剰肢の骨格の形状は次のとおりである.

(1)ソフテックス写真による観察

恥骨結合および坐骨結合部の閉鎖不全が観察され,坐骨結節間の距離も異常に大きいのがわかる･

仙骨は右側-湾曲し,右側坐骨結節と仙骨尖は接近している.左側坐骨の後部から右側坐骨にかけ

て,異常骨 (第一異常骨)が1個存在し,その右側端は右側坐骨内側面と癒合しているように見える･

また,右側坐骨付近にさらに1個の異常骨 (第二異常骨)が存在し,この骨は他のどの骨とも癒合,

関節を伴わず独立している.

第二異常骨の遠位側に,数個の骨が癒合して一つの骨を形成しているのが認められる･この骨よ

遠位部が体外に突出し,過剰肢となっている (第2図).

中足部,祉骨部に形態的な異常は認められないが,種子骨が欠損している.

(2)骨格標本の観察 (第3,4図)

恥骨結合,坐骨結合が閉鎖不全のため, 骨盤腔は広い.仙骨は湾曲し, 仙骨尖は正中軸より右

2.5cm移動している.また,腸骨前縁と坐骨結節後縁の距離は左側23.0cm,右側 22.5cm で,

側寛骨がやや長い.第一異常骨の前端部は仙骨の右外側部に付着し,執帯によって連結されており

後端部はその外側面と左坐骨坂内側面とが骨結合を行っている.この異常骨があるため,左側坐骨

節は右側に比べて後外側に移動している.また,右側の恥骨後枝および坐骨枝は下内側を向いてい

が,左側のそれらは下外側を向く.この第一異常骨は最大長 9.2cm,仙骨部の幅は5.0cm,坐骨

部の幅は 3.5cm で,左側寛骨の形態を呈し,坐骨板に相当する部位が本体の坐骨板と癒合する.

の骨と過剰肢との間に長さ7.5cm,幅 4.5cm,厚さ4.0cm の不定形の骨塊 (第二異常骨)が

在する.この骨は第一異常骨とは関節を形成せず,筋によって連結されている.また,遠位部も同

に筋によって連結されている.この骨の遠位部は丸く,関節頭の形態を呈している.

骨盤腔外に出ている過剰肢の祉骨,中足骨は明らかであるが,足根部は互いに癒合し,明瞭でな

また,この癒合足根骨は中足骨ともかたく癒合していて不動性である.中足 ･祉節関節,鉦節間関

も同様に不動性である.

3.筋 の 走 行

材料を腹側からみると,腹直筋は贋部付近で二分し,左側は幅 6.0cm,右側は幅 7.0cm の個

の筋としてそれぞれの側の恥骨へ停止する.本来腹直筋が存在した正中部は腹横筋膜でおおわれ,

骨結合間では腹膜が露出している.

骨盤内異常骨間の連結および異常骨と過剰肢との連結は筋によって行われている.各筋は互いに癒

合し,発達も悪く,筋名の同定は困難である.

過剰肢の背側,掌側にはそれぞれ伸筋,屈筋の停止鷹が存在している.両者とも発達が悪く,骨表

面に密着していて不動性である.背側面における伸筋の停止腺は,祉骨部では認められるが,中足部

では消失している.掌側面における屈筋の停止腔は伸筋のものより発達している.しかし,足根部で

終わり,筋へは移行していない.

4.動脈の走行と分布 (第5,6図)

腹大動脈は,骨盤腔の入口で外腸骨動脈を出し,その後骨盤腔内に入り,左右の内腸骨動脈に分か

れる.

本例は出生後間もないので,肺動脈が退化しないまま遺残しており,内腸骨動脈の最初の太い枝と

して認められる.左側の内腸骨動脈は骨盤内を走行し,閉鎖動脈,前殿動脈等の枝を出す.その後こ



那須ら:多肢症牛の解剖学的所見 175

の動脈は後方-向う枝と,大坐骨孔を通過して骨盤背側へ回る枝とに分かれる.

後方へ向う動脈は,途中,第-異常骨と左側寛骨の内側とを連結する筋に向う枝を出したのち,内

陰部動脈となって骨盤後方に分布する.骨盤背側-回りこんだ動脈は,殿筋,大腿二頭筋等-向う後

殿動脈と,そのまま下行して過剰肢-向う動脈とに分かれる.

過剰肢-分布する動脈は,第一異常骨と第二異常骨とを連結する筋の深層-侵入し,これらの筋に

枝を出しながら第二異常骨の背面を走行する.この動脈は,その後第二異常骨と過剰肢とを連結する

筋の遠位部表層に出て二分し,過剰肢の背および掌側へ向う.

過剰肢の掌側を走行する動脈は,中足骨中間部で副蹄のない側の祉骨-向う枝を出したのち,基節

骨中間部で二分し,各祉-分布する.また中足骨近位1/3のところで,副踊-分布する細い枝を出す.

過剰肢の背側を走行する動脈は,中足骨中間部で副蹄側の馳骨および中足 ･祉節関節部-向う枝を

出したのち,基節骨中間部で二分し,各祉骨の内側へ向う.

5.神経の走行と分布
第六腰神経 (L6),第一仙骨神経 (Sl)および第二仙骨神経 (S2)は坐骨神経を形成し,大坐骨孔か

ら骨盤背側-ぬけて下肢へ向う.

SlとS2から形成されるもう1本の神経は坐骨神経と併行しながら骨盤背側-向う. この神経は骨

盤外-出ると,殿筋および大腿二頭筋-分布する枝と,そのまま下行して過剰肢-向う枝とに分かれ

る･また,骨盤内でこの神経から第一異常骨と左側寛骨とを連結する筋に分布する枝が出る.

過剰肢-向う神経は,動脈の場合と同様に,足根部で周囲の筋に枝を出しながら背側枝および掌側

枝に分かれる.

背側枝は中足骨遠位1/3で掌側へ回りこみ,副蹄へ向う枝を出したのち,中足骨下端で副蹄側の中

節骨,副鞘のない側の基節骨-向う枝を出す.その後,この神経は基節骨のところで二分し,各祉骨

へ分布する.

掌側枝は中足骨近位部で,副節のない側の中節骨へ向う枝を出したのち,中足 ･祉節関節部および

末節浄-分布する枝を出す.その後,この神経は祉骨部まで走行し,中節骨中間部で二分し,各祉骨

-分布する.

副蹄には,背側からの神経枝と第二異常骨の中間部で分岐した細い枝が分布する.また,中足骨上

部で掌側枝から分岐し,中足骨の背側-回ったのち,副蹄のない側の基節骨へ分布する神経が認めら

れる.

考 察

奇形は,大きく単体奇形と複体 (重複)奇形に区分される.後者は二重体 (Duopamonstro)とも

呼ばれ,その起因については次の二説がある.すなわち,胎生期に二つの個体が何 らかの原因で癒合

するという癒着説と,最初は1個体の胎児であったものが,何らかの原因で2個体に分離するという

分裂説がそれである10).

この癒着説と分裂説については,幾多の実験的試みがなされているが,まだ両者のいずれとも結論

が出ていない2'･12'.二重体の発生は,ヒトの場合,男性よりも女性の方が多いと言われている5',9',13'

緒方 ら10'は,二重体奇形を Schwalbeの分類にもとづき,分離している二重体 (Gemini,双児)

と連絡している二重体 (Duplicitas)の二つに大別している.そして後者をさらに,両個体が連絡し

た面で対称を示す対称性の二重体 (Duplicitassymmetros)と連絡した面で非対称を示す非対称性の
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二重体 (Duplicitasasymmetros)とに区分している.このうち非対称性の二重体は,対称性の二重

体と異なり,一方の個体の発育が多少なりとも妨げられているので,あたかも他方の個体に寄生して

いるようにみえる.そのため,退化している側の個体を寄生体 (Parasit),寄生された側の個体,す

なわち比較的発育が完全で, 自らの栄養を司って生活している側を自生体 (Autosit)と呼び分けて

い る.

緒方ら10'は,さらに非対称性二重体の成立について次のように述べている.すなわち,非対称性二

重体の場合,分離している二重体における無心体 (Acardicus)のように, 自生体と寄生体の胎盤

に大きな血管の吻合がある.そのため,自生体の肺動脈から出てきた静脈血の一部が寄生体の肺動

-直接流れこむことにより,寄生体側の発育が不完全になると言う.

本例の骨格標本を観察すると,骨盤内に存在する第一異常骨は,その形態が寛骨に類似している

また,過剰肢は,足根部,中足部,祉骨部から成っているので,第一異常骨を寛骨とすると,第二

常骨は大腿骨と下腿骨が癒合したもの,あるいはそのどちらかではないかと思われる.要するに,

例は寛骨部で癒合した非対称性の二重体で,寄生体の片側の寛骨より遠位部が未分化ながら残 り,

れ以外の休部がまったく分化しなかったものと思われる.

寄生体と自生体の血管 ･神経の関係を見ると,寄生体の外腸骨動脈は自生体の内腸骨動脈と吻合

寄生体の大腿神経は自生体の後殿神経と交通していることになる.

非対称性の二重体は,寄生体が自生体のどの部位に付着しているかによって類別がなされている

今回の例は,骨格の構造から,寄生的 ･殿結合体 (Pygopagusparasiticus)に属し, さらに寄生

の発達が悪く,下肢のみが残っているので殿肢体 (Pygomelus)と称されるものであろう.この殿

体は,ヒトでは発生がまれであるが,午,豚などの家畜では少なくないと言われている1).

佐々木11)は,牛の肋骨部に付着する過剰肢の発生について,次のように報告している.すなわち

過剰肢は体肢の発生時期に,何 らかの要因で前肢芽の一部が分断し,正規の前肢芽と同様に成長を

けたものであると述べ,単位奇形のうちの外表的奇形の部類に入るとしている.

今回の例は,血管 ･神経の走行,骨格の構造などから,肢芽の一部が分断して別個に成長したも

とは考え難く,前述した二重体奇形の中の殿肢体とみなすべきであろう.

要 約

多肢奇形を有する牛 (ホルスタイン種,哩,11日齢)について解剖学的観察を行った.得られた結

果は次のとおりである.

1. 過剰肢は左側殿部に付着し,両側の後肢よりやや小さく,副蹄は1個認められた.

2. 恥骨結合,坐骨結合は閉鎖不全で,過剰肢のほかに骨盤内に異常骨が2個認められた.

3. 過剰肢の筋は発達が悪く,その筋名を同定することは出来なかった.

4. 過剰肢には,内腸骨動脈と後殿神経の分枝がその背側と掌側に分布していた.
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Summary

lLday-oldHolstein-Friesiancowwhichhadduplicationofhindlimbwasdessectedto
bedescription. Thedetailswerereportedasfollows.
(1) Asupernumerarylegattachedattheleftsideofback. Itwassmallerthanthat
ofthelimbsofbothsides,andhadadew-clawononeside.

(2) Thepelviccavitywasstrikinglylargeduetothepatencyofthesymphisisischii
aswellassymphysispubisandhadtwoexcessivebonesinitself.
(3) Almostallmusclesofadditionallegcouldnotbedesignatedbecauseofthearrest
oftheirdevelopment.
(4) Artery(externaliliacartery)andnerveofthesupernumerarylegarisedfrom the
internaliliacarteryandthecaudalglutealnerveoftheautositicbody.
Dividingintodorsalandγentralbranches,theydescendedtodistalreglOnOftheleg.
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(第3図) (第4図)

第 1図 供試牛の後方
外観

左側殿部に過

剰肢の付着が

認められる｡

第2図 骨盤部のソフ
テックス写

骨盤内部に

常骨が認めら

れる｡

Ⅰ:第一異常骨

Ⅱ:第二異常骨

Ⅲ :過剰肢

第3図 骨盤,過剰肢
の骨格標本

Ⅰ:第一異常骨

Ⅱ:第二異常骨

Ⅲ :過剰肢

第4図 骨盤の骨格標
本 (背側面)

仙骨の湾曲が

認められる
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●
第5図 骨盤部と過剰肢の動脈
骨盤部は腹側面,過剰肢は背側面を示す.

I:第-異常骨

Ⅱ:第二異常骨

Ⅲ:過剰肢 (以下同じ)

Aa:腹大動脈,Aii:内腸骨動脈,
Au:肺動脈,Api:内陰部動脈,

Agr:前殿動脈,Ao:閉鎖動脈,

Agc:後殿動脈

第6図 過剰肢に分布する動脈の走行
骨盤部は背側面,過剰肢は掌側

面を示す.

Agc:後殿動脈 dc:副蹄
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第 7図 骨盤部と過剰肢の神経
骨盤部は腹側面,過剰肢は背側

面を示す.

Nf:大腿神経, No:閉鎖神経,

Ni:坐骨神経, Ngc:後殿神経

第8図 過剰肢に分布する神経の走行
骨盤部は背側面,過剰肢は掌

側面を示す.

Ngc:後殿神経 dc:副蹄




